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J.M.Syngeの 喜 劇 に お け る`reality'
現 実 と 夢 の 調 和
枡 田 良 一
上演 を前提 とする戯 曲一 特 に写実 主 義 手 法 の 近 代 劇一 において
は,相 対立す る二つ の要素 の葛藤に よる劇的行為の展 開が必要条件 と して
存 在 しな くてはな らない.こ の要素 を欠 くこ とは 劇 的 行 為に とって決定
的 な弱 点 とな り,そ のため戯曲 と しての存在価値 を失す るお そ れ さ え あ
る.こ の点については,J.M.Syngeの 戯曲 も例外的で はな く,上 記 の
要 素 を十分に備 えてい る.
以下の考察 において,私 は,総 括的なSynge論 を試 み ようとい うので
は な く,彼 の戯曲一 特 にAに お ける`reality'を相対立 す る二
要 素 の関係づ けから探 ってみたい と考えてい る.
彼 の六篇 の戯 曲の中,悲劇 羅4θ7∫'OtheSea,DeirdreoftheSorrozos
を除いた他 の四篇 の戯 曲TheShadowoftheGlen,TheTinker's
Wedding,TheWelloftheSaints,ThePlayboyoftheWestern
Worldは,夫 々互い に異 な る特徴 を有 してはいるが,何 れ も喜 劇 の 範
畴に属す る ものであ る.ThePlayboyoftheWesternWorldの序文 に
おいて,「`reality',それはすべ ての詩 の根源 であ る」 或 は 「舞 台 には
`realitゾが なければならない し,喜 び もなければならない」(p.174.)
と述 べてい るSyngeの`reali七y'なるものが,こ れ らの喜 劇 に おい
て,如 何な る形象で示 され てい るか を知 るこ とに よって,彼 の現実 に対す
る認識の一端が明 らか になろ う.
先 の四篇の喜劇 において各人物は現実 に対 して如何 に対処 し反応 してい
るか.こ ～で私 が「現実」とい ってい るものは,人 間の共 同体 としての一般
社会 的な現実(或 は,世 間的現実)の こ とであ り,Syngeの 言葉を借 り
ていえば,「 物質的 な世界」 とい う言葉で置 き換 えるこ ともできるが,現
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実 の生活秩 序,或 は,`自らが その中で生活 しでい る環 境 と い った方 が よ
り明瞭に な ろ う.Syngeの 喜劇 にお ける人物 の現実 への対 し方 は大別 し
て 二通 りあ り,そ れは,現 実 への順応 的な態度 と対立的 な態度 に よって示
されてい る.こ の後者 現実不適応 の立場一 に焦点 を合わぜ ることが
取 りも直 さずSyngeの`reality'を知 る機 縁 となるであろ う.何 故な
ら,こ の後 者の立場 が,彼 の喜劇 において,現 実 を認識 する存在 として現
一わ されてい るか らで あ る.
TheShadowo/theGlenにおいて現 実 との対 立 を示すの はNora
Burkeであ り,彼 女 は物質 的安定を求めてDanBurkeな る老人 と結婚
してはい るが,彼女及 び浮浪者の 言 葉 例 えばNoraBurkeの`...
-whatgoodisabitofafarmwithcowsonit
,andsheep
・onthebackhills,whenyoudobesittinglookingoutfroma
-doorthelikeofthatdoorandseeingnothingbutthemists
rollingdownthebog,andthemistsagainandtheyrollingup
thebog,andhearingnothingbutthewindcryingoutinthe
bitsofbrokentreeswereleftfro皿thegreatstorm,andthe
streamsroaringwiththerain.'(p.25.)或は,浮 浪者 の`...
sittinguponawetditch,thewayyou'reaftersittingin
thisplace,makingyourselfoldwithlookingoneachday,and
itpassingyouby.'(P.31.)こ れ ら の 台詞 に も示 されてい る
よ うに,陰 うつな 自然 に裏付 け られた無為 な生活 に彼女 は満足す ることが
で きない.そ こか ら彼女 の夢 は生 じ,そ れは若者MichaelDaraに向け
られ る.こ の よ うに して,現 実 と夢 との調和 を求 めての この両者 の彼 女の
内 的葛藤 が,TheShadowげtheGlenの 劇 的行為 を支配 してい くこと
に な る.現 実 の無 聊の慰 めと して の彼女 の夢 は,こ の物質的に して無気力
な若者に よって幻 滅 とな り変 り,同 時 に,そ の 夢は,Danに よって代 表
され る現 実 との衝突 に よって,物 質的 に安定 した生活 を失わ しめ る原因 と
な る.現 実生活 とは相容 れない もの と して彼女 の夢は示 され,そ れは現実
・的には敗北者 の形 を とってい るが,彼 女の夢,即 ち,豊 か な生活 を求めて
の彼 女の希望 はこ 丶で挫折 のま ・留 ま り は し な い.拒 まれた夢 は他の夢
へ と転化 してい る.浮 浪者 と共 にこれ までの住家 を出 るNoraの 夢 は,
豊 かな自然の世界 と連 な り,そ れは過去の無為 な陰 うつ さとの訣別 を意味
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・してい る.現 実 を捨て想像 に生 きる と見徹 すこ とができ よ う.
7'heTznker'sWedding.4こお いて劇 的行為 を進展 させ るの1はSarah.
・Caseyの夢 と現 実 との菖藤 であ る.彼 女 は婚 礼とい う世間的な約束 事に
夢 を託 して,自 らの生活 どは無 関係 な他 の現 実一 牧師に よって示 されて
し
い る 「物質的 な現 実」一 と関係 を持つに到 る.し か し,彼 女 の こ の 夢
は,盲 らの現 実一 放 浪す るいかけ屋の生活一 を拒否す るところに生 じ
た もので はな く,彼 女 の一`...thespring-timeisaqueertime,
,andit'squeerthoughtsmaybeIdothinkatwhiles,'(p,62.)
一 この台詞にあ る通 り,春 に起因す る偶発的 な ものと して提出 されてお
り,彼 女 自身 も自らに不自然な ものであ ることを感 じてい る.こ の夢が,
物 質的な現実 との衝突の結果,挫 折 に終 り,彼 女 は 自らの現実 に逆 戻 りす
るこ とにな るが,挫 折 した夢は 彼 女 の 想像力 によ って転化す るこ と もな
く,単 な る夢想 として消失 してい る.従 って,戯 曲の背 後にあ る課題 は,
相異な る現実 の比較 に よって示 され ることにな り,そ して,こ の異質 な二
つの現実を顕著 に示 す役 目を果た してい るのがMary.Byrneと牧 師の対
照 的 な存在 であ る.
TheWelloftheSasnts、}こおけ る盲人夫婦MartinDoulとMary
Dou1は盲 目の故 に現 実 との視 覚に よる交渉を遮断 されてお り,そ の ため
現実 を想像力 に よって美化 し豊 かな るもの として自ちの夢 とな し,そ の 夢
の世界 に住 んでい る.処 が,聖 者 の力 に よって視力 を回復 した二人 に とっ
て現実 は非情 に して醜悪 なる姿 を呈 し,彼 等 の夢は幻滅 と化 す に到 る.
早 々に して再 び盲 目とな る二人一 特 に,夢 と現実 との葛藤 に積極 的 な働
きかけをな してい るMartinDoul‐ はその ため聖者 によって再度開眼
され ること,即 ち,現 実 に連 れ戻 され るこ とを断 固 として拒絶 し,村 人達
の意 に反 して,夢 の世界 に留 まることを望む.し か し,こ の戯曲 において
も現実 は彼等 の夢 を認め よ うとは しない.他 方,一 旦現 実を見知 った上で
は,そ の同 じ現実の土台の上に彼等 の夢 を築 き直す ことは不可能であ る.
The,shadowOftheGlen同様,こ1で も夢 は現実 的 には敗者 と して追
われる立場 にあ るが,現 実に よって幻滅 と化 した夢 は想 像力 の助 けに ょっ
て新 たな夢 と して現 われ,そ れは他 の未知の現実に 託 さ れ る こ と に な
る.
ThePlayboyoftheTYVesternWorldにおい て夢 を具 象化す るのは
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ChristopherMahon(通称Christy)な る若者で,他 から彼 に与 えら
れ た夢 と現 実 との葛藤 が劇 的行為 を進展 さぜ,'その結果,夢 は現実 化す る
に到 る.こ の葛藤 の発 端 と過程 に積極 的 に参 加 してい るのが,Margaret
Flaherty(通称PegeenMike)を 初 め どす るMayQの 村入達の現
実 であ り,そ してこの同 じ現実 がChristyの夢 を挫折 の方 向に向けてい
る.処 が,披 は挫折 した`playboy'としての夢を想像力 に よって他 に転
化 させ るこ とな く,ま た,夢 を幻想 として終 らせ るこ ともしない.物 質的
に して無気 力 な現実 から与 えられ た夢 は,彼 の想像力 に よって拡 大 され,
現実 の認 識 と相俟 って,彼 の内面的な現実 を変化 さ ぜ て お り,彼 は`a
dirtystutteringlout'(P.229.)或は`anuglyyoungblackguard'
(P.232.)から`alikelygaffer'(P.270.)とな り,夢 の体現者
と して世 間 的現実を乗 り越 えるに到 る.、
以上四篇 の喜劇 において,夢 と現 実の葛藤 とい う角度 から,劇 的行為 の
展開 を説明 したわ けであるが,構 成上対立 してい るこの二つの要素 は,夫
々の戯曲 におい て決 して一様に取 り扱 われてはいない.TheShadowげ
theGlenにおいては,現 実に満足 し得 ない処 に一 言 い 換 えれば,現 実
の否定的 な面 への認識 から一 夢 が生 まれ,こ の夢の現実 による挫折は更
に他 の夢 を生 じ,こ の過程 にお いて大 きな働 きをな してい るのが想像力で
ある.そして,現実を認識す るNoraBurke・と浮浪者 には豊か な想像力 が
与 え られ,現 実 を認 識せぬDanBurkeとMichaelDaraは 想像力 を
欠 いた存在 と して示 されてい る点 に作者 の志 向 が うか"え る.現 実 を認 識
せぬ処に想像力 は無 く,想 像力 が無い とい うこ とは,TheTinker'sWed‐
din.gの 序 文 に もある通 り,演 劇 をつ まらない ものにす るとい う彼 の演
劇観同様,戯 曲 に示 されてい る作者 の人生 観で もあ ると考 え ら れ る.結
局,人 生 においては,想 像力 は現実 の認 識の上 に生 じ,それのあ る限 り,夢
は決 して幻 滅感 として終 ることが ない わけであ る.「 現 実 ・想 像力 ・夢」
この三者 の有機的な関係が生活条件 と して人 問生活 に必須の ものであ り,
この関係 を可能 な らしめ るような現実への対し方 が彼 のい う`reality'で
あ ると理解で きよ う.こ の点か ら見て,殆 ど 同 一 の構 成を有 してい ると
目され るのはTheWelloftheSaintsであ る.先 ず現 実を知 らぬ処 に夢
の生活 があ り,そ の夢 を現実に よって確認 す るこ とを望 んだ結 果が逆 に現
実 に よる挫折 とな り,こ ・で初 めて現実 への拒 否の態度 が示 され,元 の夢
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へ戻ろうとするが,そ れは既に幻滅と化し,夢として留ま り得ない.そこで
新たなる夢が想像力によって起こされることになる.前者の喜劇と同工異
曲の構成であるといえよう.NoraBurkeもMartinDoul,MaryDoul
も共に生活を離れた夢に美を求め,喜 びを求めている.これは彼等の現実
生活の中の美 しさ ・喜びを否定 し,現実生活をすべて醜悪なるもの ・不快
な ものとして規定する働きをなすものであるから,彼等 自身の現実生活が
現実によって破壊 される結果となるのも,作者が醜悪 さや不快 さを肯定 し
ない限 り,当然の帰結といえるわけであり,若 し劇的行為がこのような経
過をたどるのでなければ,realismの手法に破綻が来たすことになる.こ
の二篤の喜劇において,現実は劇的行為を進める二要素の一方としての働
きをなしてはいるが,Syngeの態度は現実を認識 してそれに立ち向うも
のではなく,また,そ の認識は現実の醜悪なる面への認識となっているが
故に,想像力による現実からの逃避の傾向をとり,究極的には想像力は現
実から夢の世界へ飛躍する橋渡 しの役目を果た している.そして,この想像
力あるが故に,本 来調和 し難き現実と夢は人間生活において調釉を可能な
らしめられているわけである.即ち,現実の認識から起こる夢 と現実 との不
調和に対 して,人 間生活におけるこの両者の調和を想像力の作用に見出だ
している処に彼のいう`reality'を理解するすべてがあると見做すことが
できよう.即ち,調 和の不可能な現実 と夢を調和 させるためには論理の超
越が必要となるわけで,こ の点にSyngeの夢と現実の調和に対する可能
性が存し,この調和のための現実認識が彼のいう`reality'であるという
ことになる.TheTinker'sWeddingにおいては,劇的行為の展開をもた
らす現実 と夢の関係は前二篇とは異なっている.野性的で精力 的 な 現 実
(いかけ屋の生活)か らの偶発的な夢が,物質的で無気力な世 問 的 現 実
(牧師によって表わされる生活)へ 向けられている.そ して,この夢が単
なる幻想として終るということは,想像力に満ちた野性的な世界の肯定,
想 像 力 を欠いた世間的現実の否定 を意味し,構成上は異なる二つの現実
が対立的に示 されていることになるが,こ の前者 が,作 者 の い う`the
richjoyfoundonlyinwhatissuperbandwildinreality'(p,
174.)を与えるものとしてs即 ち,想 像力を喚起する現実 として作者の
夢 とつながっていることを理解すれば,視点の 相 遠 こ そ あ れ,作 者 の
`reality'は前二篇 と同様に解釈 され得 るわけであ る.ThePlayboyof
79
theWesternWorldにおい て も夢 は現実の否定的 な面 を補足す る もの と
して生 じるが,前 三篇の喜劇 とは異 な り,こ ・での 夢は挫折 の結果転化 す
るこ とも幻 影 として終 るこ ともな く,遂 には現実化 されてい る.想 像 力の
現実 への能動 的 な働 きかけ としてSyngeの 態度 は積極 性を有 してい ると
いえ よ う.従 って,夢 と現実 との調和 をもた らすために想像力 に よる補足
を可能 とす る ような現実認 識が人生 におけ る彼 のい う`reality'であ ると
認定 す るだ けでは不十分 とな るわけであ る.こ のThepaaybayofthe
WesternWorldを得 て,彼 のい う`reality'は更 に付加 的に是正 されね
ばな らな い.こ の戯曲 にお いては,想 像 に よって求 め られ る夢は,単 な る
逃避 としてでは な く,現 実 に働 きかけ,そ れを変革 す る可能性を有 してい
る.従 って,夢 の実現可能 性が現実の変革 と調 和す る処 に人生におけ る彼
のい う`reality'への認識 があ ると考 えられる わけ で,こ の説明の限 りで
は,現 実 と夢 は,両 者の葛藤 による劇的行 為の展開の結 果,必 然的に調和
へ と到 って いる ように受 け取 れ るが,そ の調和 をもた らすのが想像力 であ
り,彼 のい う`reality'はその想像力 を溌刺た らしめ るための手轂 と して
戯 曲にお け る必要性 を認 め られてい る ものであ るとい う点 に,調 和が劇的
行為 の論理 的 な展開の結果 ではな く,論 理の超 越に よって もたらされ てい
るとい 丶得 る根本的 な理 由があ る.結 局,Syngeの 喜 劇 においては,
`reality'とは想像力に よる現実 への反応一 そ の 反 応 の仕方が如何 なる
ものであれ 一 それを夢の可能性 において捉 えることが できるよ うな現実
の認識で あ ると判断で きる.そ して人 間に内在 す るhumourは,作 者 に
よ って,現 実生活 の矛盾 を示すため に,同 時 に次の3'heTinker's恥4-
dingの序文 の一部 一`Ofthethingswhichnourishtheimagi-
nationhumourisoneofthemostneedful,anditisdangerous
tolimitordestroyit.'(pp.59-60.)一に みられる ように想像力
を養 うに最 も必要 な もの として理解 されてお り,そ こに起 こる笑 いと喜び
は想像力の`nourishment'(P.59.)であ り,そ れのある限 り`the
refinementofoldsocieties'或は`naturalideal'(TheAran
Islands,p,32.,以下A.1.と 略 す)に 適 う人 問性 は現 実 生 活一 物
質 的文 明一 に よって打 ち消 され るこ とは決 してない と彼 は見 倣 し て い
る.こ れは人間 の魂 の明 るい面へのSyngeの 信頼 と希 望を示 す もの であ
ろ う.だ が,こ ・で彼の い う想像 力の基盤を再 考 してみ る必要 がある.そ
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れは現実生活 を土台 として現実 その ものに志向 してい る二 即ち ,生 活認
識 の上 に立つ亠 もので はな く,生 活 への否定 的な認識が その ま ・想像力
によ って人間の本来 性 とい う夢 に向 っている.そ の た め に,Syngeは
`wild'(cf.A.1.,p.32.)な`primitive'(A.1.,p.57.)な
もの及び そ の 世 界 の 中 に`singularlyspiritualexpression'や
`strangebeauty'(A.1,,p.19.)を認 め るこ とにな り,他 方,`civi一
ユization'は家庭 を`desecrate'(A.1.,P.57)一 即 ち,家 庭 の神 聖
さを汚 す もので あ り,物 質 的な`prosperity'は`fallingoff'(A.1.,
P・86・)を伴い,そ の他`modernquality'(A.1.,P.86.)はす
べ て否定 の対象 とな っている.だ か ら,彼 の喜劇 におけ る現実 と夢 は,文
明 につ なが る物質 と因襲 に とらわれない本来 の人 間性 とい う意味での精神
とい う形 で置 き換え ることの できる もので,こ の意味 での現 実一 物質 的
実在 の概念 一 は後者,魂 の概念 に よって打 ち消 されているこ と に な る
が,と い って,Syngeの 劇作法は決 して形而上的ではない.劇にお いて は
形而下 の行為 を取 り扱 わねばな らない とい う彼 の態度 は,前 述 の序 文 から
もうか,..うこ とがで きよ うし,実 際彼 の作品にお いて もその通 り示 され て
い る.そ れで,彼 は,現 実 を否定 す るだけで な く,そ れに代 って願 望 を満
たす もの として 自らを解放す る夢の世界 に逃 れながら も,神 秘主義 に行 き
つ くことはで きないわけであ る.そ こ で 彼 は`whatissuperband
wildillreality'とい う形で美的現実 に到達 しよ うとす ることになる,
この 『崇高 な もの」 とは魂 の世界 のこ とであ り,「 野 性的な もの」 とは人
間 の動物性 を意味 し,結 局 は物質世界 とい う言葉 に代 り得 るものであ る.
こ れは思 考方法 としては二元論であ り,Syngeの 場合,こ の二元論が劇
中 の人 間生活 において反映 されている とい うこ とができる.(論 理 的には
と もか く)入 問生活 におけ る必要性 とい う面 からすれ ば,こ の両者 は共 に
必要条件 として相互依存の状態 にあ り,現 実 とその不毛 な状態 からの逃避
の傾向 とは常 に調和 を保 ってい る.そ して,こ の逃避への志向が挫折 する
時,想 像 に よる逃避 が必要 とな り,想 像力 は そのための手段 とな るわけで
あ る.即 ち,想 像力 に よって現実 の相 であ る 「矛盾 や葛 藤」に人間の生存
条件 としての統一 が与 えられ,調 和 が もた らされている とい うこ とは,そ
の想像 力が 論理 を超越 するための手段 として作 用 している とい う以外 に解
しよ うがない.と い うこ とは,Syngeの 主観的経験(或 は,情 緒 的 経
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験)が 自己 と環境の間のbalanceを保 っているということであり,彼の
喜劇一 それは写実主義手法をとっていると は い え一 そ こ にお け る
`reality'は結局客観性に基づ く論理 よりも隼き生 き し た直 観に裏付け
られたもの であるとい うことができる.それは,Syngeが主観的な感情
と客観的な経験の接触点に劇的行為を押 し進めるmを 見出だしながら,
その劇的行為の展開の結果は,無 限に高められた情緒である夢とい う形を
出ず,結 局,現 実相の矛盾からくる葛藤の中止によって現実と夢の調和が
もたらされているということになる.
以上の考察は,Syngeのdramaturgy理解のための手引として,一
っの材料を捉えんがために試みたものである.
付 記.本 稿 は 日本 英 文 学 会 第35回 全 国 大 会(於 同 志 社 大 学)に お け る 研
究 発 表 を 修 整 し た もの で る.猶,本 文 中 の 引 用 はPlaysby,JohnM,.Synge
(GeorgeAllenandUnwinLtd,,X958,)3'heAranIslands
(GeorgeAllenandUnwinLtd.,Reset,1961.)に 依 る.
